
(57)【要約】

【課題】従来の内視鏡装置における挿入部の巻き取り構

成では、運搬時の破損を防ぐためにドラム機構を用いた

が挿通穴から挿入部を巻き取るものはモニタ等を含むタ

イプであれば巻き取れない。また挿入部の先端側から巻

き取るため、基端部側に行くに従って挿入部に捻れが発

生し、ケーブル断線やコネクタの接続不良等における損

傷の一因となっている。

【解決手段】本発明は、ドラム機構のドラム２１が内視

鏡本体１の側面に回転可能に取り付けられ、内視鏡本体

１と一体的に内視鏡収納ケース４に収納されている。こ

のドラム２１の巻き取り面には、コネクタ部２ｅと着脱

可能で電気的及び光学的に接続する機能を有するコネク

タ受け部２２が設けられ、多種のスコープユニット２に

おけるコネクタの型を統一することにより、観察対象に

好適するスコープユニット２を選択して使用可能な内視

鏡装置である。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 検 査 対 象 空 間 内 を 観 察 す る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も 先 端 部 に 撮 像 素 子 を 備 え る 挿 入 部 と 、 該 挿 入 部 の 基 端 側 に コ ネ ク タ 部 を 有 す
る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を 巻 回 す る ド ラ ム 機 構 と 、
　 前 記 ド ラ ム 機 構 に 設 け ら れ 、 前 記 コ ネ ク タ 部 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 受 け 部 と
、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 コ ネ ク タ 受 け 部 は 、 前 記 ド ラ ム 機 構 の 前 記 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト が 巻 回 さ れ る 面 に 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ド ラ ム 機 構 は 、 前 記 挿 入 部 が 撮 像 し た 画 像 を 処 理 す る 内 視 鏡 装 置 本 体 に 回 転 可 能 に
設 け ら れ 、 前 記 内 視 鏡 装 置 本 体 と 前 記 ド ラ ム 機 構 を 収 納 す る ケ ー ス を 具 備 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は ２ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ド ラ ム 機 構 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 本 体 の 側 面 に 設 け ら れ た リ ン グ 状 の ガ イ ド レ ー ル に
該 ド ラ ム 機 構 の ド ラ ム 側 面 に 設 け ら れ た ベ ア リ ン グ を 装 着 し て 、 回 転 可 能 に 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト が 、 挿 入 部 と 中 間 連 結 部 と ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル と で 構 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 工 業 用 分 野 で 使 用 さ れ 、 パ イ プ 内 な ど の 検 査 対 象 空 間 内 に 挿 入 さ れ る 長
尺 の 挿 入 部 を 巻 き 取 り 収 納 す る ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 工 業 用 の 内 視 鏡 装 置 で は 、 例 え ば プ ラ ン ト の 深 部 を 内 視 鏡 検 査 で き る よ う に 長
尺 の 挿 入 部 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 が 使 用 さ れ る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 長 尺 の 挿 入 部 は そ の
ま ま で は 運 搬 時 に 持 ち 運 び が 不 便 で あ る 。 そ こ で 、 長 尺 の 挿 入 部 を 巻 き 取 る た め の 巻 き 取
り 機 構 を 内 視 鏡 装 置 本 体 に 設 け た 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 内 視 鏡 装 置 本 体 の 側 面 に 巻 き 取 り 用 の フ ッ ク を 円 周 上 に 複 数 設 け て 、 巻 き 付 け
可 能 な 構 成 、 ま た は 、 装 置 本 体 の 側 面 に 設 け ら れ た フ レ ー ム 状 の 枠 体 に 回 転 可 能 に ド ラ ム
を 取 り 付 け た 構 成 が 知 ら れ て い る 。 　
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 内 視 鏡 装 置 本 体 を 収 納 す る 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス 内 に 回 転 可 能 な
ド ラ ム を 設 け て 、 上 面 に 挿 入 部 が 通 る 挿 通 穴 が 開 口 さ れ た 構 成 の ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視
鏡 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ３ ０ ７ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に お け る ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 は 、 ド ラ ム が ほ ぼ 閉 鎖 さ れ た 空 間 に
あ り 、 挿 入 部 が ド ラ ム に 固 定 さ れ て い る た め に 、 例 え ば 、 挿 入 部 の 径 の 異 な る も の を 使 用
す る 場 合 に は 、 検 査 現 場 に 内 視 鏡 装 置 全 体 を 複 数 持 っ て 行 か な け れ ば な ら な い た め 、 非 常
に 手 間 の か か る も の に な る 。 　
　 そ こ で 本 発 明 は 、 挿 入 部 の 交 換 が 容 易 な ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と
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を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 検 査 対 象 空 間 内 を 観 察 す る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も 先 端 部 に 撮 像 素 子 を 備 え る 挿 入 部 と 、 該 挿 入 部 の 基 端 側 に コ ネ ク タ 部 を 有 す
る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト と 、 前 記 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を 巻 回 す る ド ラ ム 機 構 と 、 前 記 ド ラ ム 機 構
に 設 け ら れ 、 前 記 コ ネ ク タ 部 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 受 け 部 と を 備 え る 内 視 鏡 装
置 を 提 供 す る 。 　
　 以 上 の よ う な 構 成 の 内 視 鏡 装 置 は 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を ド ラ ム 機 構 か ら 容 易 に 着 脱 で き
、 所 望 の ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を 装 着 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 の 交 換 が 容 易 な ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 、 本 発 明 の ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の
外 観 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 本 体 １ と 、 内 視 鏡 本 体 １ と 組 み 合 わ さ れ て 使 用 さ れ る ス コ ー
プ ユ ニ ッ ト （ 挿 入 部 ） ２ と 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ を 巻 き 取 る （ 巻 回 す る ） た め の ド ラ ム 機
構 ３ と 、 内 視 鏡 本 体 １ 及 び ド ラ ム 機 構 ３ を 着 脱 可 能 に 収 納 す る 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ と で 構
成 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ の 上 面 開 口 部 に は 、 図 示 し な い ヒ ン ジ に よ り 開 閉
自 在 な 蓋 ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ の 下 面 に は 移 動 が 容 易 な よ う
に 、 固 定 機 能 付 き の キ ャ ス タ ー や 側 面 に 取 手 等 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ は 、 例 え ば 、 少 な く と も 検 査 対 象 空 間 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 を 有 す
る 細 長 い 挿 入 部 ２ ａ と 、 中 間 連 結 部 ２ ｂ と 、 モ ニ タ 部 ２ ｃ 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ と
、 コ ネ ク タ 部 ２ ｅ と で 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 ２ ａ の 基 端 部 は 中 間 連 結 部 ２ ｂ に 連 結 さ れ る 。
こ の 中 間 連 結 部 ２ ｂ に は 使 用 者 が 片 手 で 把 持 可 能 な グ リ ッ プ 部 ２ ｂ １ が 設 け ら れ て い る 。
こ の グ リ ッ プ 部 ２ ｂ １ に は チ ャ ン ネ ル ポ ー ト 部 ２ ｂ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の チ ャ ン ネ ル
ポ ー ト 部 ２ ｂ ２ に は 挿 入 部 ２ ａ の 内 部 に 配 設 さ れ た 図 示 し な い 内 部 チ ャ ン ネ ル の 基 端 部 側
開 口 端 が 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 中 間 連 結 部 ２ ｂ の 基 端 部 に は ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２
ｄ の 先 端 部 が 連 結 さ れ て い る 。 こ の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ の 内 部 に は 挿 入 部 ２ ａ 側 か
ら 延 出 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド と 、 Ｃ Ｃ Ｄ か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 伝 送 用 の 電 気 コ ー ド と 、 湾
曲 ワ イ ヤ な ど が 延 設 さ れ て い る 。 こ の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ の 基 端 部 に は コ ネ ク タ 部
２ ｅ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に ド ラ ム 機 構 ３ の ド ラ ム ２ １ に は 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ の コ ネ ク タ 部 ２ ｅ と 嵌 合 す
る コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ２ は 、 コ ネ ク タ 部 ２ ｅ に
設 け ら れ て い る Ｅ Ｌ コ ネ ク タ 及 び Ｌ Ｇ コ ネ ク タ 他 と 連 結 す る コ ネ ク タ 端 子 （ 図 示 せ ず ） を
有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ２ は 、 配 線 （ ハ ー ネ ス ケ ー ブ ル ） ２ ３ 及 び 接 続 具 例 え ば 、 ス リ ッ
プ リ ン グ ２ ４ を 介 し て 内 視 鏡 本 体 １ の 各 構 成 部 に 電 気 的 及 び 光 学 的 に 接 続 さ れ る 。 ス リ ッ
プ リ ン グ ２ ４ を 用 い る こ と に よ り 、 ド ラ ム ２ １ が 回 転 し て も 電 気 的 光 学 的 に 接 続 状 態 を 維
持 す る こ と が で き る 。 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 本 体 １ に コ ネ ク タ 受 け 部 ９ を 設 け な く
と も よ い 。 ま た 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ の 挿 入 部 の 先 端 部 に レ ー ザ 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ
） が 設 け ら れ て い る も の と し て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な ド ラ ム 機 構 ３ に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ の 巻 き 取 り 収 納 は 、 図 ２ 及 び 図 ３ を
参 照 し て 後 述 す る 。 　
　 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 作 業 者 が ハ ン ド ル １ ６ を 矢 印 方 向 に 回 す こ と に よ り 、 ド ラ ム ２
１ が 回 転 し て 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ 側 （ 基 端 部 側 ） か ら 巻 き
取 ら れ る 。 こ の 時 、 作 業 者 は 図 示 す る よ う に 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ に 巻 き 緩 み が 出
な い よ う に あ る 程 度 テ ン シ ョ ン を 掛 け た 状 態 で 巻 き 取 る 方 が 好 ま し い 。 図 ３ に 示 す よ う に
、 さ ら に 中 間 連 結 部 ２ ｂ 、 モ ニ タ 部 ２ ｃ 及 び 挿 入 部 ２ ａ ま で 巻 き 取 る 。 挿 入 部 ２ ａ の 先 端
部 分 は 図 示 し な い ス ト ッ パ 等 に 差 し 込 ん で 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ を ド ラ ム ２ １ か ら 容 易 に 着
脱 で き る 。 ま た 、 多 種 の ス コ ー プ ユ ニ ッ ト に 対 し て 、 コ ネ ク タ の 型 を 統 一 す る こ と に よ り
、 １ つ の コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ２ で 多 種 の ス コ ー プ ユ ニ ッ ト に 対 応 す る こ と が で き る た め 、 １
台 の 内 視 鏡 本 体 １ に よ り 適 宜 好 適 す る タ イ プ の ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を 選 択 し て 使 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 作 業 状 況 に 応 じ て 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ を 必 要 な 長 さ だ け 引 き 出 し て 使
用 で き る こ と か ら 、 作 業 床 面 に 不 必 要 な ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ が 広 が ら ず 、 ケ ー ブ ル
を 踏 ん だ り 、 足 を 取 ら れ た り す る こ と な く 、 作 業 し や す く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 運 搬 に あ た り 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ を そ の ま ま 巻 き 取 り を 開 始 す る こ と が で き る 。 ま た
運 搬 時 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ が ド ラ ム ２ １ に 完 全 に 巻 き 取 ら れ 、 内
視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ に 収 納 さ れ た 状 態 と な り 、 運 搬 時 の 不 注 意 に よ る 落 下 や ぶ つ け た り す る
こ と に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ へ の 損 傷 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス コ ー プ ユ
ニ ッ ト ２ の 基 端 部 側 か ら 先 端 側 に 巻 き 取 る た め 、 ケ ー ブ ル に 生 じ る 捻 れ を 解 消 で き 、 ケ ー
ブ ル の 断 線 等 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ４ は 、 本 発 明 の ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の
外 観 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 内 視 鏡 本 体 の 構 成 例 を 示 し 、 図 ６ は ド ラ ム 機 構 の
構 成 例 を 示 し て い る 。 尚 、 本 実 施 形 態 の 構 成 部 位 で 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 図 １ に 示 す 構
成 部 位 と 同 等 の も の に は 同 じ 参 照 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 本 体 １ と 、 内 視 鏡 本 体 １ と 組 み 合 わ さ れ て 使 用 さ れ る 前 述 し
た ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ と 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ を 巻 き 取 る （ 巻 回 す る ） た め の ド ラ ム 機 構
３ と 、 内 視 鏡 本 体 １ 及 び ド ラ ム 機 構 ３ を 着 脱 可 能 に 収 納 す る 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ と で 構 成
さ れ て い る 。 尚 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 等 で あ り 、 こ こ で の 詳 細 な
説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 内 視 鏡 本 体 １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 箱 形 の 筐 体 ５ 内 に 、 電 源 ユ ニ ッ ト ６ と 、 記 録
装 置 ７ と 、 光 源 ユ ニ ッ ト ８ と 、 コ ネ ク タ 部 ２ ｅ と 嵌 合 す る コ ネ ク タ 受 け 部 ９ 等 が 収 納 さ れ
て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ ネ ク タ 受 け 部 ９ は 、 嵌 合 さ れ た コ ネ ク タ 部 ２ ｅ と の 信 号 ケ ー ブ ル の 導 通 や 光 源 ユ ニ ッ
ト か ら の 照 明 光 等 の 光 束 の 伝 搬 を 行 う 。 内 視 鏡 本 体 １ の 上 面 に は 、 電 源 ス イ ッ チ を 含 む 各
種 ス イ ッ チ １ ０ や 電 源 ケ ー ブ ル １ １ が 配 設 さ れ る ス イ ッ チ パ ネ ル １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
さ ら に 、 内 視 鏡 本 体 １ の 側 面 に は 、 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ か ら 取 り 出 し て 運 搬 す る 際 に 使 用
さ れ る シ ョ ル ダ ー ベ ル ト １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ド ラ ム 機 構 ３ は 、 ド ラ ム １ ５ が 内 視 鏡 本 体 １ の 側 面 に 後 述 す る よ う に 回 転 可 能 に 取 り 付
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け ら れ て 、 内 視 鏡 本 体 １ と 一 体 的 に 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ に 収 納 さ れ て い る 。 こ の ド ラ ム １
５ の 巻 き 取 り 面 に は 、 コ ネ ク タ 部 ２ ｅ と 嵌 合 可 能 な 凹 形 状 の ソ ケ ッ ト 部 １ ５ ａ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の ソ ケ ッ ト 部 １ ５ ａ は 、 内 視 鏡 本 体 １ と 電 気 的 に 接 続 す る 機 能 は な く 、 コ ネ ク
タ 部 ２ ｅ を 収 納 す る こ と に 利 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ の 側 面 に は 、 ド ラ ム １ ５ の 中 心 部 と 連 結 す る ハ ン ド ル １ ６ が 設 け ら
れ て い る 。 こ の ハ ン ド ル １ ６ を 回 す こ と に よ り 、 ド ラ ム １ ５ が 回 転 し て 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ
ト ２ が 巻 き 取 ら れ る 。 ハ ン ド ル １ ６ は 、 ド ラ ム １ ５ と 着 脱 可 能 に 構 成 し て 、 運 搬 時 に は ド
ラ ム １ ５ か ら 取 り 外 し て 、 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ に 収 納 で き る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 ハ
ン ド ル １ ６ の ノ ブ （ 握 り 部 分 ） を 折 り た た め る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 ド ラ ム １ ５ は 、 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う な 回 動 機 構 を 有 し て い る 。 　
　 ド ラ ム １ ５ の ハ ン ド ル ６ が 設 け ら れ る 側 と は 反 対 側 の 側 面 に は 、 円 周 上 に 少 な く と も ３
個 以 上 の ベ ア リ ン グ １ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 視 鏡 本 体 １ の 側 面 に は 円 形 の 開 口 部 １ ｂ が 形 成 さ れ 、 そ の 周 囲 に ド ラ ム １ ５ に 取 り 付
け ら れ た ベ ア リ ン グ １ ７ と 嵌 合 さ れ る リ ン グ 状 の ガ イ ド レ ー ル １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ド
ラ ム １ ５ は 、 ハ ン ド ル ６ を 回 す こ と に よ り 、 ガ イ ド レ ー ル １ ａ に 支 持 さ れ つ つ 、 ベ ア リ ン
グ １ ７ に よ り ス ム ー ズ に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 以 外 に も 種 々 の 構 成 が あ り 、 例 え ば 、 図 ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） に は 、 ド ラ ム １ ５ の
回 動 機 構 の 第 １ ， 第 ２ の 変 形 例 を 示 し て 説 明 す る 。 　
　 図 ７ （ ａ ） は 、 第 １ の 変 形 例 と し て は 、 リ ン グ 状 の ベ ア リ ン グ １ ８ を 用 い て 、 内 視 鏡 本
体 １ と ド ラ ム １ ５ と を 回 転 可 能 に 連 結 さ せ て い る 。 つ ま り 、 内 視 鏡 本 体 １ の 側 面 に ベ ア リ
ン グ １ ８ の 一 端 を 固 定 し 、 ド ラ ム １ ５ の 側 面 に ベ ア リ ン グ ８ の 他 端 を 固 定 す る 。 こ の よ う
な 構 成 に よ り 、 ド ラ ム １ ５ は ベ ア リ ン グ ８ に 支 持 さ れ つ つ 、 ス ム ー ズ に 回 転 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ （ ｂ ） は 、 第 ２ の 変 形 例 の 構 成 例 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） に お い て 前 述 し た 回 転 機 構 で
は 、 内 視 鏡 本 体 １ の 側 面 に 開 口 部 １ ｂ を 開 口 し て い る た め 、 使 用 環 境 下 に よ っ て は 内 視 鏡
本 体 １ 内 に 埃 や 水 分 等 が 入 り 込 む 事 態 が 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 第 ２ の 変 形 例 で は 、 側 面
に 開 口 部 １ ｂ を 設 け ず に 、 内 視 鏡 本 体 １ は 密 閉 さ れ た 状 態 の ま ま で 、 周 囲 に 固 定 用 フ ラ ン
ジ 部 を 有 す る リ ン グ 状 の ガ イ ド レ ー ル １ ｃ に よ り ベ ア リ ン グ １ ７ を 支 持 し 、 且 つ ベ ア リ ン
グ １ ７ に よ り ス ム ー ズ に 回 転 す る こ と が で き る 。 こ の 固 定 用 フ ラ ン ジ 部 は 、 ネ ジ 、 ボ ル ト
ナ ッ ト 、 リ ベ ッ ト 又 は ロ ウ 付 け 等 を 用 い て 固 定 す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 ド ラ ム １ ５
は 、 ガ イ ド レ ー ル １ ｃ に 支 持 さ れ つ つ 、 ベ ア リ ン グ １ ７ に よ り ス ム ー ズ に 回 転 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の ド ラ ム 機 構 に よ る ス コ ー プ
ユ ニ ッ ト ２ の 巻 き 取 り 収 納 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 測 定 作 業 が 終 了 し た 後 、 図 ８ に 示 す よ う に 内 視 鏡 本 体 １ の コ ネ ク タ 受 け 部 ９ か ら コ
ネ ク タ 部 ２ ｅ を 引 き 抜 き 、 図 ９ に 示 す よ う に ド ラ ム １ ５ の 巻 き 取 り 面 に 設 け ら れ た ソ ケ ッ
ト 部 １ ５ ａ へ コ ネ ク タ 部 ２ ｅ を 嵌 合 さ せ る 。 こ の 後 の ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ の 巻 き 取 り は 、
前 述 し た 図 ２ 及 び 図 ３ と 同 等 で あ り 、 こ こ で の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ が ド ラ ム １ ５ に 完 全 に 巻 き 取 ら れ
、 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ４ に 収 納 さ れ た 状 態 で 運 搬 さ れ る こ と と な り 、 運 搬 時 の 不 注 意 に よ る
落 下 や ぶ つ け た り す る こ と に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ へ の 損 傷 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る
。 さ ら に 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ の 基 端 部 側 か ら 先 端 側 に 巻 き 取 る た め 、 ケ ー ブ ル に 生 じ る
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捻 れ を 解 消 で き 、 ケ ー ブ ル の 断 線 等 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 １ ０ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る ド ラ ム 機 構 の
構 成 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 本 実 施 形 態 の 構 成 部 位 で 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 図 １ に 示 す 構
成 部 位 と 同 等 の も の に は 同 じ 参 照 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ を 巻 き 取 る ド ラ ム ２ １ の 中 に 、 コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ２
と 、 配 線 ２ ３ と 、 ス リ ッ プ リ ン グ ２ ４ を 設 け 、 さ ら に 光 源 ２ ５ を 設 け た 構 成 で あ る 。 　
　 コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ２ の 下 方 に は 、 嵌 合 時 に コ ネ ク タ 部 ２ ｅ に 設 け ら れ て い る Ｅ Ｌ コ ネ ク
タ ２ e1に 当 接 し 電 気 的 に 接 続 す る Ｅ Ｌ コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ６ と 、 コ ネ ク タ 部 ２ ｅ の Ｌ Ｇ コ ネ
ク タ ２ e2と 光 学 的 に 連 結 す る 光 源 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 Ｅ Ｌ コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ６ は 、 配
線 ２ ３ 及 び ス リ ッ プ リ ン グ ２ ４ を 介 し て 、 内 視 鏡 本 体 １ 内 の 配 線 ２ ７ に 接 続 し 、 内 視 鏡 装
置 の 各 構 成 部 位 と 信 号 の や り 取 り が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う な 第 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 述 し た 第 ２ の 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 光 源
が Ｌ Ｇ コ ネ ク タ に 直 接 当 接 す る 構 成 で あ る た め 、 光 量 の 減 衰 を 低 く 抑 え る こ と が で き 、 観
察 対 象 物 を 明 る く 照 明 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置
の 外 観 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 図 １ ２ は 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を ド ラ ム に 巻 き 取 っ た 状 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 ３ １ は 、 内 視 鏡 本 体 と 、 こ の 内 視 鏡 本 体 と 組 み 合 わ さ れ て 使 用
さ れ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ３ ２ と 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ３ ２ を 巻 き 取 る た め の ド ラ ム ３ ８ と 、
内 視 鏡 本 体 及 び ド ラ ム ３ ８ を 収 納 す る 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ３ ３ と で 構 成 さ れ る 。 こ の 内 視 鏡
収 納 ケ ー ス ３ ３ の 上 面 開 口 部 に は 、 図 示 し な い ヒ ン ジ に よ り 開 閉 自 在 な 蓋 ３ ３ ａ が 設 け ら
れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ３ ３ の 下 面 に は 移 動 が 容 易 な よ う に 、 固 定 機 能 付 き の
キ ャ ス タ ー や 側 面 に 取 手 等 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ３ ３ に は 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ４ の コ ネ ク タ ３ ４ ａ や 電 源
ケ ー ブ ル ３ ９ の コ ネ ク タ ３ ９ ａ 等 を 取 り 付 け る た め の フ ロ ン ト パ ネ ル ４ ０ が 設 け ら れ て い
る 。 ま た 、 こ の フ ロ ン ト パ ネ ル ４ ０ に は 、 高 さ や 画 面 の 向 き が 調 整 可 能 な モ ニ タ ３ ５ が 設
け ら れ て い る 。 こ の モ ニ タ ３ ５ に は 、 観 察 条 件 や 観 察 画 像 及 び 測 定 デ ー タ 等 が 表 示 さ れ る
。 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス ３ ３ の 側 面 に は 、 ド ラ ム ３ ８ を 回 転 さ せ る た め の ハ ン ド ル ３ ６ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ド ラ ム ３ ８ 内 に は 、 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ Ｃ Ｃ Ｕ ） ４ ３ と 、 湾 曲 駆 動 用 基 板 ４
４ と 、 電 動 湾 曲 駆 動 部 ３ ７ と 、 光 源 部 ４ １ と が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 図 １ １ で は こ れ ら の
ユ ニ ッ ト が 一 箇 所 に 集 ま っ た よ う に 記 載 さ れ て い る が 、 実 際 に は 、 こ れ ら の 部 位 を 一 箇 所
に 集 ま る と も ド ラ ム の 一 部 だ け が 重 く な り 、 作 業 者 が ハ ン ド ル を 回 し に く く な る た め 、 重
量 的 に 分 散 す る よ う に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ３ ２ は 、 挿 入 部 ３ ２ ａ と 、 チ ャ ン ネ ル ポ ー ト ３ ２ ｂ と 、 ユ ニ バ ー サ ル
ケ ー ブ ル ３ ２ ｃ と で 構 成 さ れ 、 そ の 基 端 部 は 、 ド ラ ム ３ ８ の 巻 き 取 り 面 に 設 け ら れ た 孔 （
図 示 せ ず ） か ら 差 し 込 ま れ 、 ド ラ ム ３ ８ 内 の 電 動 湾 曲 駆 動 部 ３ ７ 及 び 光 源 部 ４ １ に 接 続 さ
れ る 。 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 前 述 し た 第 ３ の 実 施 形 態 の よ う に 、 ド ラ ム ３ ８ に コ ネ
ク タ 受 け 部 を 設 け 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ３ ２ ｃ の 基 端 部 に 、 こ れ と 嵌 合 す る コ ネ ク タ を
設 け て 、 着 脱 可 能 な 構 成 と し て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う な 第 ４ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 述 し た 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 等 の 効 果 を 得 る こ
と が で き る 。 即 ち 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト ２ へ の 損 傷 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き 、 ケ ー ブ ル に 生
じ る 捻 れ を 解 消 で き 、 ケ ー ブ ル の 断 線 等 の 損 傷 を 防 止 す る 。 ま た 作 業 状 況 に 応 じ て 、 ユ ニ
バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ を 必 要 な 長 さ だ け 引 き 出 し て 使 用 で き る こ と か ら 、 作 業 床 面 に 不 必
要 な ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ２ ｄ が 広 が ら ず 、 ケ ー ブ ル を 踏 ん だ り 、 足 を 取 ら れ た り す る こ
と な く 、 作 業 し や す く な る 。 さ ら に 、 Ｌ Ｇ コ ネ ク タ に 直 接 当 接 す る 構 成 で あ る た め 、 光 量
の 減 衰 を 低 く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 前 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス の 側 面 に ハ ン ド ル を 設 け て 、 手 動 に よ
り 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を 巻 き 取 っ て い る が 、 モ ー タ に よ る 電 動 巻 き 取 り 機 構 を 組 み 込 ん で
、 ス イ ッ チ 操 作 に よ り 、 所 望 す る 巻 き 取 り 速 度 で 巻 き 取 る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 上 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な
い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え ば 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト は 、 挿 入 部 に
加 え て 、 操 作 部 、 モ ニ タ 部 及 び ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル を 含 む 構 成 で あ っ た が 、 挿 入 部 の み
の 構 成 、 挿 入 部 に 加 え て 中 間 連 結 部 や ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル を 含 む 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 外 観 構 成 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の ド ラ ム 機 構 に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト が 巻 き 取 ら れ
る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の ド ラ ム 機 構 に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト が 巻 き 取 ら れ
た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 外 観 構 成 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 本 体 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の ド ラ ム に お け る 回 動 機 構 の 構 成 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 、 第 ２ の 変 形 例 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の ド ラ ム 機 構 に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト の 巻 き 取 り 収
納 に つ い て コ ネ ク タ の 差 し 込 む 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の ド ラ ム 機 構 に よ る ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を 巻 き 取 り 収
納 に つ い て コ ネ ク タ の 差 し 込 ま れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 に 用 い ら れ る ド ラ ム 機 構 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ド ラ ム 機 構 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 外 観 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ ２ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て 、 ス コ ー プ ユ ニ ッ ト を ド ラ ム に 巻 き 取 っ た 状 態 を 示 す
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ … 内 視 鏡 本 体 、 ２ … ス コ ー プ ユ ニ ッ ト （ 挿 入 部 ） 、 ２ ａ … 挿 入 部 、 ２ ｂ … 中 間 連 結 部
、 ２ ｃ … モ ニ タ 部 、 ２ d… ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル 、 ２ ｅ … コ ネ ク タ 部 ２ 、 … ド ラ ム 機 構 、
４ … 内 視 鏡 収 納 ケ ー ス 、 ４ ａ … 蓋 、 ５ … 筐 体 、 ６ … 電 源 ユ ニ ッ ト 、 ７ … 記 録 装 置 、 ８ … 光
源 ユ ニ ッ ト 、 ９ … コ ネ ク タ 受 け 部 、 １ ０ … 各 種 ス イ ッ チ 、 １ １ … 電 源 ケ ー ブ ル 、 １ ２ … ス
イ ッ チ パ ネ ル 、 １ ３ … シ ョ ル ダ ー ベ ル ト 、 １ ５ ， ２ １ … ド ラ ム 、 １ ５ ａ … ソ ケ ッ ト 部 、 １
６ … ハ ン ド ル 、 ２ ２ … コ ネ ク タ 受 け 部 、 ２ ３ … 配 線 （ ハ ー ネ ス ケ ー ブ ル ） 、 ２ ４ … ス リ ッ
プ リ ン グ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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主体1的侧表面，并且与内窥镜主体1一体地容纳在内窥镜容纳壳体4
中。 鼓21的卷绕表面设置有连接器容纳部分22，该连接器容纳部分22可
拆卸地附接到连接器部分2e，并且具有电连接和光学连接的功能，并且
通过在各种类型的内窥镜单元2中统一连接器的类型而具有。 该内窥镜
装置可以通过选择适合于观察对象的观察镜单元2来使用。 [选型图]图1
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